
日
本
経
済
史
研
究
所

略
史

工
）

は

じ

め

に

一
九
二
三

（昭
和
八
）
年
五
月
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
本
庄
栄
治

郎

・
黒
正
巌
両
博
士
を
中
心
に
、
両
氏
の
蔵
書
と
私
財
の
提
供
を
も

と
に
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
経
済
史
研
究
所
は
、
そ
の
前
史
を
含
め

て
す
で
に
七
〇
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
も

っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も

な
く
日
本
経
済
史
研
究
所
は
、
わ
が
国
経
済
史
の
研
究
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
、
斯
学
発
達
史
上
没
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ

っ

た
。し

か
し
、
「経
済
史
研
究
』
や
各
種
の

「研
究
叢
書
」
。
「史
話
叢

書
」、
『日
本
経
済
史
辞
典
』、
「経
済
史
年
鑑
」
。
『経
済
史
文
献
』
な

ど
、
輝
か
し
い
業
績
の
数
々
は
今
な
お
戦
前
か
ら
の
歴
史
あ
る
研
究

山

田

達

夫

機
関
に
残
さ
れ
て
後
学
の
研
究
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
は
い
え
、
四
分
の
三
世
紀
を
経
過
し
た
い
ま
、

設
立
前
後
の
経
緯
や
、
少
な
く
と
も
戦
前
期
研
究
所
の
諸
事
業

・
活

躍
に
つ
い
て
知
る
人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、
お
話
を
伺
お

う
に
も
、
本
庄

・
黒
正
両
先
生
を
は
じ
め
、
戦
前
期
研
究
所
に
関

わ
っ
た
諸
先
生
の
多
く
は
す
で
に
幽
明
境
を
異
に
し
て
お
ら
れ
る
。

伝
統
あ
る
日
本
経
済
史
研
究
所
や
そ
の
事
業

・
業
績
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
さ
ら
に
は
ま
た
、
今
後
の
研
究
所
発
展
の
た
め
に

も
改
め
て
研
究
所
の
来
由

・
事
績
を
ふ
り
返
り
、
比
較
的
若
い
同
学

の
士
に
広
く
伝
え
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
回
、
求
め
に
応
じ

回
を
分
け
て
研
究
所
略
史
を
執
筆
す
る
に
い
た
っ
た
理
由
は
こ
こ
に

あ
る
。
も
と
よ
り
非
才
な
筆
者
が
そ
の
任
に
耐
え
う
る
と
は
思

っ
て



い
な
い
。
本
稿
、
と
く
に
戦
後
史
部
分
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
資

料
と
こ
れ
ま
で
の
聞
き
覚
え
を
も
と
に
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
研
究
所

の
歩
み
を
纏
め
て
み
た
に
と
ど
ま
る
。
い
つ
の
日
か
、
然
る
べ
き
人

の
手
に
よ
っ
て
日
本
経
済
史
研
究
所
の
正
史
が
編
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

た
だ
、
幸
い
な
こ
と
に
、
戦
前
期
に
つ
い
て
は
、　
一
九
五
三

（昭

和
一
一八
）
年
に
本
庄
先
生
ご
自
身
に
よ
っ
て

「
日
本
経
済
史
研
究
所

史
」
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
に
と
も
な
っ
て
研
究
所
の
建
物
が

駐
留
軍
に
接
収
さ
れ
、
ま
た
、
研
究
所
図
書
が
大
阪
経
済
大
学
に
移

管
さ
れ
た
ま
ま
研
究
所
活
動
が
中
断
さ
れ
て
い
る
時
期
に

「研
究
所

は
…
終
止
符
を
う
た
れ
た
感
が
あ
」
る
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
小
冊
子

で
あ
る
が
、
ま
さ
に
戦
前
期
に
つ
い
て
の
正
史
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。
本
稿
戦
前
部
分
は
、
同
書
に
全
面
的
に
依
拠
し
な
が
ら
、
そ

の
引
用

・
要
約
と
若
干
の
補
足
を
加
味
し
た
記
述
に
と
ど
ま
る
も
の

で
あ
る
。一

　

一訓
　

　

史

日
本
経
済
史
研
究
所
は
一
九
二
三

（昭
和
八
）
年
五
月

一
五
日
に

開
所
さ
れ
た
が
、
同
所
設
立
に
至
る
ま
で
に
、
経
済
史
談
話
会
や
京

都
経
済
史
研
究
会
の
設
立
、
経
済
史
研
究
会
の
設
立
と
機
関
紙

『経

済
史
研
究
』
の
発
行
な
ど
、
少
な
か
ら
ぬ
沿
革
を
も
っ
て
い
る
。

２

）経
済
史
談
話
会

一
九
二
六

（大
正

一
五
）
年
四
月
、
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
に

お
い
て
、
本
庄
教
授
担
当
の
日
本
経
済
史
演
習
が
開
始
さ
れ
た
。
そ

れ
に
は
農
学
部
の
黒
正
教
授

・
菅
野
和
太
郎
彦
根
高
商
教
授
も
参
加

さ
れ
、
希
望
者
の
う
ち
か
ら
約
二
〇
名
の
学
生
を
選
び
、
そ
れ
に
経

済
史
専
攻
の
大
学
院
生
を
加
え
、
さ
ら
に
有
志
の
方
々
も
加
わ
っ
て

研
究
に
従
事
し
た
。
「徳
川
幕
府
の
財
政
」
を

一
般
題
目
と
し
た
研

究
は
厳
し
く
濃
密
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
茶
話
会
な

ど
も
属
々
催
さ
れ
、
教
授
学
生
が

一
団
と
な

っ
て
研
究
し
談
笑
し
た

演
習
で
あ
っ
た
。

「学
生
諸
君
の
述
懐
の
う
ち
に
も
演
習
に
出
席
し

て
初
め
て
真
の
大
学
生
た
る
気
持
ち
と
衿
と
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と

が
屡
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
。

そ
の
年
度
の
演
習
が
終
わ
っ
た
後
も
、
有
志
者
が
時
々
集
ま
っ
て

談
話
会
を
開
き
、
史
料
を
補
足
し
研
究
を
重
ね
て
い
た
。
当
時
こ
の

会
合
を
経
済
史
談
話
会
と
称
し
、
藤
井
幸
永
氏
が
幹
事
役
で
あ

っ

た
。
初
年
度
演
習
参
加
学
生
の
う
ち
に
は
、
江
頭
恒
治

・
堀
江
保

蔵

。
黒
羽
兵
治
郎

・
大
山
敷
太
郎
氏
等
、
後
の
著
名
な
方
々
の
名
も

見
え
て
い
る
。

一
九
二
七

（昭
和
こ

年
度
に
は

「我
が
国
の
土
地
制
度
の
発



達
」
を
、
二
八
年
度
に
は

「明
治
時
代
の
研
究
」
を
共
通
テ
ー
マ
と

し
て
演
習
を
行
な
っ
た
。

含
こ
京
都
経
済
史
研
究
会

経
済
史
談
話
会
は
随
時
の
集
ま
り
で
あ
り
、
学
会
と
い
う
ほ
ど
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

一
九
二
九

（昭
和
四
）
年
四
月
、
本

庄

・
黒
正

・
菅
野
教
授
等
を
中
心
に
学
会
の
形
を
と
り
、
会
名
を
京

都
経
済
史
研
究
会
と
定
め
、
例
会
の
開
催
、
研
究
の
発
表
等
を
定

め
、
研
究
史
料
の
編
纂
に
も
従
事
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
年
九
月
に

は
京
都
経
済
史
研
究
会
紀
要
第

一
冊
と
し
て

『日
本
交
通
史

の
研

究
』
（Ａ
５
判
、
五
二
九
頁
、
改
造
社
）
が
公
刊
さ
れ
、
翌
三
〇
年
六

月
に
は
同
紀
要
第
二
冊
と
し
て

『明
治
維
新
経
済
史
研
究
』
（Ａ
５

判
、
八
一
三
頁
、
改
造
社
）
が
公
刊
さ
れ
た
。

例
会
は

一
九
二

一

（昭
和
二〇

年
二
月
ま
で
引
き
続
き
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
別
に
組
織
さ
れ
て
い
た
経
済
史
研
究
会
に

合
流
す
る
こ
と
に
な
り
、
事
業
も
同
会
に
引
き
継
が
れ
た
。

Ｔ
こ
経
済
史
研
究
会

一
九
二
九

（昭
和
四
）
年
七
月
、
本
庄
・
黒
正
・菅
野
二
口
川
秀
造
・

松
好
貞
夫
五
氏
を
委
員
と
し
て
経
済
史
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、　
一
一

月
か
ら
機
関
誌
と
し
て
月
刊

『経
済
史
研
究
』
を
発
行
す
る
こ
と
に

な
り
、
柚
木
重
三

・
江
頭

・
堀
江

・
黒
羽

。
大
山

・
上
田
藤
十
郎

・

浜
村
正
三
郎

ｏ
津
下
剛
の
諸
氏
が
編
纂
を
補
助
し
た
。
広
く
会
員
を

募
り
雑
誌
を
直
接
配
布
す
る
ほ
か
、
日
本
評
論
社
か
ら

一
般
に
発
売

す
る
こ
と
と
し
、
事
務
所
を
京
都
市
左
京
区
の
松
尾
哲
彦
氏
方
に
お

き
、
会
務
を
処
理
し
た
。

創
刊
号
に
掲
げ
ら
れ
た
発
行
の
辞
は
概
略
次
の
通
り
で
あ

っ
た
。

「最
近
我
国
に
於
て
経
済
史
研
究
の
著
し
く
勃
興
し
来
り
し
こ

と
は
、
斯
学
に
関
心
を
持

つ
者
の
斉
し
く
認
む
る
処
で
あ
ら
う
。

然
る
に

一
般
歴
史
又
は
経
済
学
に
関
す
る
雑
誌
は
数
多
く
存
在
し

て
、
各
々
そ
の
特
徴
を
発
揮
し
て
ゐ
る
が
、
経
済
史
の
研
究
を
標

榜
す
る
雑
誌
は
我
国
に
於
て
は
未
だ

一
も
存
在
せ
ず
、
而
も
斯
学

に
関
す
る
研
究
は
極
め
て
盛
ん
で
あ
る
。
…
…
今
回
漸
く
そ
の
機

熟
す
る
を
得
て
、
壺
に

『経
済
史
研
究
』
を
発
刊
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
…
…
。

本
誌
は
之
を
広
く
同
政
者
の
機
関
と
し
て
提
供
す
る
。
菅
に
先

学
知
名
の
士
に
乞
ふ
て
紙
面
を
飾
る
ば
か
り
で
な
く
、
新
鋭
諸
氏

の
新
研
究
も
喜
ん
で
之
を
登
載
す
る
。
故
に
斯
学
専
攻
の
学
徒
は

労
作
発
表
の
機
関
と
し
て
本
誌
を
利
用
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

本
誌
は
ま
た
研
究
の
発
表
の
み
な
ら
ず
、
毎
号
砂
か
ら
ざ
る
頁

数
を
研
究
資
料
の
た
め
に
割
く
予
定
で
あ
る
。
例

へ
ば
論
著
の
紹



介
批
評
、
年
表
諸
表
の
如
き
、
或
は
文
献

一
覧
の
如
き
こ
れ
で
あ

２
つ

。

　

・
・
・
・
・
・
。

我
国
は
従
来
各
地
に
史
談
会
が
あ

っ
て
、
各
其
地
方
の
研
究
を

な
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
此
等
史
談
会
相
互
の
連
絡
も
、
学
会
と
の

連
絡
も
未
だ
十
分
な
ら
ず
、
各
地
に
存
在
せ
る
資
料
や
、
地
方
の

同
孜
者
の
如
き
も
明
か
な
ら
ざ
る
状
態
で
あ
る
。
若
し
此
等
の
機

関
の
間
に
相
当
の
連
絡
が
行
は
れ
た
な
ら
ば
、
従
来
の

『中
央
に

偏
せ
る
研
究
』
を
矯
め
得
る
こ
と
が
少
く
な
い
の
み
な
ら
ず
、
実

際
は

『各
地
方
に
つ
い
て
の
研
究
』
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
、
我
国

の
史
的
経
過
は
そ
の
全
貌
を
知
り
得
ぎ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
働
て

本
誌
は
此
点
に
つ
き
十
分
な
る
考
慮
を
巡
ら
し
、
研
究
上
の
地
方

的
連
絡
を
達
成
せ
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
」

こ
の
よ
う
に
、
『経
済
史
研
究
』
は
研
究
状
況
を
反
映
し
た
時
代

の
要
請
に
応
え
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
単
に
組
織
内
部
の
機

関
誌
と
し
て
だ
け
で
な
く
広
く
同
学
の
士
の
発
表
機
関
と
し
て

「開

か
れ
た
」
存
在
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
書
評

・
史
料
紹

介

・
文
献

一
覧
等
を
収
録
し
て
研
究
の
便
宜
を
計
り
、
ま
た
、
各
地

方
の
研
究
を
統
合
し
地
域
を
重
視
す
る
使
命
を
自
ら
に
課
し
て
い

た
。創

刊
以
来

一
九
二
三

（昭
和
八
）
年
二
月
ま
で
に
、
同
誌
の
発
行

は
特
輯
号
六
冊
を
含
め
て
四
〇
冊
に
達
し
た
。

一
九
二
〇

（昭
和
五
）
年

一
〇
月
頃
、
東
京
に
お
い
て
全
国
の
経

済
史
研
究
者
を

一
団
と
し
て

一
つ
の
学
会
を
作
り
機
関
雑
誌
を
発
行

し
よ
う
と
の
運
動
が
現
わ
れ
、
関
係
者
か
ら
経
済
史
研
究
会
と
の
合

同
と

『経
済
史
研
究
』
の
移
管
と
を
交
渉
さ
れ
た
が
、
経
済
史
研
究

会
は
す
で
に
数
年
の
歴
史
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
機
関
誌
も
す
で

に
一
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
そ
の
希
望
に
応
ず
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
新
た
に
社
会
経
済
史
学
会
が
結
成

さ
れ
、
そ
の
機
関
誌
と
し
て
季
刊

『社
会
経
済
史
学
』
が
発
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
経
済
史
研
究
会
関
係
者
も
個
人
と
し
て
同
会
に
加

入
し
て
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三

一
年
七
月
に
は
長
崎
県
東
彼
杵
郡
教
育
会
主
催
の
大
村
夏
期
大

学
に
本
会
関
係
者
が
出
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
庄
、
黒
正
、
菅

野
、
堀
江
、
汐
見
二
郎
の
諸
氏
が
三
日
間
に
わ
た

っ
て
講
演
し
、
聴

講
生
四
〇
〇
名
、
空
前
の
盛
会
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
一　

研
究
所

の
開
設

２

）
研
究
所
の
建
設

一
九
三
二

（昭
和
七
）
年

一
二
月
二
七
日
、
京
都
大
学
楽
友
会
館

に
お
い
て
日
本
経
済
史
研
究
所
設
立
の
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
本

20ア



庄

・
黒
正

。
菅
野

・
中
村
直
勝
四
氏
の
ほ
か
、
所
員
と
し
て
研
究
所

の
た
め
に
尽
力
を
請
う
べ
き
京
阪
在
住
の
人
々
も
出
席
さ
れ
、
研
究

所
の
方
針
お
よ
び
事
業
に
つ
い
て
大
綱
を
協
議
し
た
。
こ
れ
よ
り

前
、
黒
正
教
授
は
日
本
経
済
史
研
究
所
建
設
予
定
地
と
し
て
京
都
大

学
農
学
部
に
隣
接
し
た
地
所
約
二
〇
〇
坪
を
買
収
し
て
お
り
、
三
二

年

一
月
七
日
、
研
究
所
建
設
の
た
め
の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
二
月
七

日
上
棟
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

二
月
、
経
済
史
研
究
会
を
解
散
し
て
そ
の
事
業

一
切
を
日
本
経
済

史
研
究
所
が
継
承
し
、
『経
済
史
研
究
』
も
二
月
刊
行
の
第
四

一
号

か
ら
研
究
所
で
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
方
、
黒
正
教
授
が
私
財
を
投
じ
て
進
め
ら
れ
た
建
築
工
事
も

着
々
進
行
し
、
五
月

一
五
日
、
開
所
式
を
行
な

っ
た
。
設
計
は
土
居

原
亀
之
助
工
学
士
、
施
工
は
清
水
組
で
、
木
造
三
階
建
、
書
庫
は
鉄

筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
層
建
て
と
し
、
理
事

。
所
員
室
八

（後
、　
一
室

を
展
示
室
に
転
用
）、
共
同
研
究
室

。
講
演
室

。
事
務
室

。
応
接
室
各

一
、
付
属
家
屋
か
ら
な
る
建
坪
約
六
七
、
延
建
坪
約

一
二
八
坪
の
、

亭
々
た
る
杉
樹
に
囲
ま
れ
た
蒲
洒
な
建
物
で
あ

っ
た
。

含
こ
研
究
所
の
機
構

一
九
二
三

（昭
和
八
）
年
四
月
、
数
回

の
理
事
会
を
経
て
、
顧

間

・
評
議
員

・
所
員
を
決
定
し
、
研
究
所
の
事
業

・
規
程

。
当
年
度

予
算

。
そ
の
他
を
議
定
し
た
。
予
算
は
黒
正
教
授
が
某
銀
行
に
供
託

し
た
基
金
を
も
と
に
計
上
さ
れ
た
。
理
事
四
名
の
う
ち

一
名
が
代
表

と
し
て
所
務
を
統
括
し
、
専
任
所
員
を
有
給
と
し
、
嘱
託
所
員
は
無

給
と
し
た
。
三
二
年
末
現
在
の
職
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

代
表
理
事
　
　
　
　
　
　
一示
都
帝
国
大
学
教
授

経
済
学
博
士
　
　
本
庄

栄
治
郎

理
　
事
　
　
　
　
　
　
　
一示
都
帝
国
大
学
教
授
　
　
　
　
　
　
　
／

経
済
学
博
士
　
　
里
（
正
　
　
巌

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
商
科
大
学
教
授

経
済
学
博
士
　
　
菅
野

和
太
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
局
教
授
兼
京
大
助
教
授

文

学

士

　

中

村

直

勝

顧
　
問
　
　
　
　
　
　
　
一示
都
帝
国
大
学
教
授

文

学

博
士
　
　
西
田

直
二
郎

評
議
員
　
　
　
　
　
　
　
一示
都
帝
国
大
学
教
授

経
済
学
博
士
　
　
汐

見

〓
一
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
商
科
大
学
教
授

経
済
学
博
士
　
　
堀
　
　
経

夫

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
州
帝
国
大
学
教
授

経

済

学

士

　

一二
田
村

一
郎



同同同所
員

（専
任
）

同同同同所
員

（嘱
託

。
在
京
都
）

同

京
都
帝
国
大
学
教
授

文
学
士
法
学
士
　
牧
　
　
健

二

大
阪
商
科
大
学
教
授

経

済

学

士

　

藤

田

敬

三

大

蔵

省

嘱

託

経

済

学

士

　

士口
川

秀

造

京
都
帝
国
大
学
農
学
部
副
手

経

済

学

士

　

原

　

　

伝

同
志
社
大
学

講
師

経

済

学

士

　

柚

木

重

三

浪
速
高
等
学
校
講
師

経

済

学

士

　

江

頭

恒

治

京
都
帝
国
大
学
農
学
部
副
手

農
　
学
　
士
　
　
津

下
　
　
剛

京
都
帝
国
大
学
大
学
院

文

学

士

　

寺

尾

宏

二

神

戸

高

商

教

授

経

済

学

士

　

岡

田

　

巧

京
都
帝
国
大
学
助
教
授

経

済

学

士

　

堀

江

保

蔵

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一示
都
帝
国
大
学
農
学
部
助
手

経

済

学

士

　

上
田

藤
十
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一示
都
帝
国
大
学
農
学
部
副
手

経

済

学

士

　

浜
村

正
三
郎

同

　

　

　

　

　

　

　

立
命
館
大
学
講
師

経

済

学

士

　

宮

本

又

次

所
員
（嘱
託

。
在
地
方
）

大

蔵

省

嘱

託

法

学

士

　

松

好

貞

夫

同

　

　

　

　

　

　

　

大
阪
市
役
所
嘱
託

経

済

学

士
　
　
武
田

長
太
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
商
科
大
学
講
師

経

済

学

士

　

黒
羽

兵
治
郎

同

　

　

　

　

　

大

蔵

省

嘱

託

経

済

学

士

　

大
山

敷
太
郎

同

　

　

　

　

　

　

山

口

高

商

教

授

経

済

学

士

　

竹

中

靖

一

事
務
嘱
託
　
　
　
　
　
　
一示
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
助
手

松

尾

哲

彦

（他
に
書
記
　
寺
田
功
、
事
務
員
　
福
田
伊
都

・
辻
本
テ
ル
・
寺
田
正
一
）
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研
究
所
規
則
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
経
済
史
研
究
所
規
則

第

一
条
　
本
所

ハ
日
本
経
済
史
二
関
ス
ル
研
究
調
査
及
編
纂
ヲ
ナ

シ
斯
学
ノ
発
達
ヲ
期
ス
ル
ヲ
ロ
的
ト
ス

第
二
条
　
本
所
二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク

理
　
事
　
　
　
四
　
名

顧
　
問
　
　
　
若
干
名

評
議
員
　
　
　
若
干
名

所
　
員
　
　
　
若
干
名

前
項
ノ
外
必
要
ナ
ル
付
属
員
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

第
二
条
　
理
事

ハ
本
所
ノ
所
務
ヲ
掌
理
ス

理
事
ノ
内

一
名
ヲ
常
務
理
事
ト
シ
本
所
ヲ
代
表
ス

顧
問
及
評
議
員
ハ
本
所
ノ
所
務

二
関
シ
諮
問

二
応
ズ

所
員

ハ
理
事
指
導
ノ
下
二
研
究

・
調
査
及
編
纂

二
従
事

本
所

ハ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

一
、
各
自
ノ
研
究
及
調
査

二
、
共
同
研
究

・
調
査
及
編
纂

三
、
図
書
及
雑
誌
ノ
刊
行

四
、
図
書
及
資
料
ノ
蒐
集
及
利
用

五
、
研
究
会

・
講
演
会

・
講
習
会

・
展
覧
会
等
ノ
開
催

六
、
其
他
理
事
会
二
於
テ
必
要
卜
認
ム
ル
事
業

第
七
条
　
本
所
ノ
所
務

二
関
ス
ル
細
則

ハ
別

二
之
ヲ
定
ム

規
則
は
簡
潔
で
あ
る
が
、
研
究
所
事
業
と
し
て
理
事

・
所
員

（い

わ
ゆ
る
研
究
所
員
）
は
各
自
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
共
同
研

究

・
共
同
調
査

・
共
同
編
纂
事
業
に
従
事
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら

れ
、
外
部

へ
の
研
究

・
啓
発
事
業
に
も
参
画
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
研
究
所
運
営
に
当
た
る
理
事
に
は
、
同
時
に
所
員
の

研
究
に
対
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
任
務
が
課
さ
れ
て
お

り
、
実
際
に
経
済
史
研
究
分
野
第

一
級
の
方
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て

い
て
、
研
究
所
事
業
が
研
究
面
以
外
の
外
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
研
究
所
自
治
と
事
業
の
自
由
が
保
障

さ
れ
て
い
る
。

〓
一　
研
究
所

の
事
業

一
九
二
三

（昭
和
八
）
年
六
月
以
降
、
毎
月
研
究
会
を
開
催
し
て

所
員

（理
事
・
評
議
員
を
含
む
）
の
研
究
発
表
が
あ
り
、
理
事
会

・
評

議
員
会
等
も
随
時
開
か
れ
、
機
関
誌
の
発
行
、
図
書
の
編
纂

。
出
版

等
多
く
の
事
業
を
な
し
遂
げ
た
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
略
述
す
る
。

第
四
条

第
五
条

ス
第
六
条
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（
こ
研
　
　
　
究

（１
）
研
究
会
　
　
一三
二
年
六
月
以
降
、
原
則
と
し
て
毎
月

一
回
所
員

の
研
究
発
表
を
行
な

っ
た
。

三
二
年
に
は
、
津
下
、
浜
村
、
岡
田
、
原
、
上
田
、
江
頭
、
堀
江

の
各
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
な
い
、
三
四
年
に
は
、
原
、
寺
尾
、

宮
本
、
津
下
、
浜
村
、
岡
田
、
菅
野
の
各
氏
が
、
二
五
年
に
は
、
江

頭
、
柚
木
、
堀
江
、
寺
尾
、
宮
本
、
岡
田
、
上
田
の
各
氏
が
研
究
発

表
を
行
な
っ
た
が
、
同
年
後
半
か
ら
は

『日
本
経
済
史
辞
典
』
編
纂

に
関
し
て
屡
々
会
合
を
行
な
い
、
殊
に

一
〇
月
以
降
は
毎
週
編
纂
会

を
開
催
し
た
の
で
、
所
員
研
究
会
は
爾
後
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（２
）
三
周
年
記
念
大
会
　
　
一二
五
年
五
月
に
は
研
究
所
開
設
三
周
年

に
相
当
す
る
の
で
、
五
月

一
一
。
一
二
の
両
日
に
わ
た
り
三
周
年
記

念
大
会
を
開
催
し
た

（そ
の
詳
細
は

『経
済
史
研
究
』
第

一
四
巻
二
号

に
掲
載
）。　
一
一
日
に
は
、
研
究
所
に
お
い
て
、
日
本
経
済
史
研
究

先
覚
者
肖
像
お
よ
び
著
書
、
百
姓

一
揆
史
料
、
京
都
関
係
史
料
な

ど
、
五
三
〇
点
に
お
よ
ぶ
史
料
を
四
室
七
部
に
別
け
て

「史
料
展
覧

会
」
を
開
催
し
た
。
同
日
午
後
に
は
京
大
楽
友
会
館
に
お
い
て
、
黒

正
、
菅
野
、
吉
川
三
氏
に
よ
る
公
開
講
演
会
が
行
わ
れ
、
夜
に
は
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

一
二
日
に
は
地
方
史
家
談
話
会
を
研
究
所
で
開
催
、
地
方
史
家
九

氏
の
発
表
が
あ
り
、
会
後
、
地
方
史
家
お
よ
び
研
究
所
関
係
者
う
ち

揃

っ
て
修
学
院
離
宮
を
参
観
し
た
。

（３
）
国
史
講
座
　
　
一三
ハ

（昭
和

一
こ

年

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の

間
、
五
回
に
分
け
て
、
理
事
中
村
氏
が
研
究
所
で
所
員
の
た
め
に
国

史
講
座
を
開
催
し
た
。

（４
）
小
浜
講
演
会
　
　
一二
七
年
六
月
黒
正
理
事
は
所
員
数
名
と
と
も

に
敦
賀

・
小
浜
方
面
に
史
料
採
訪
旅
行
を
試
み
、
そ
の
際
、
遠
敷

郡

・
小
浜
町
両
教
育
会
主
催
の
公
開
講
演
会
に
臨
ん
だ
。
講
師
は
、

黒
正
、
藤
田
元
春

分
三
高
教
授
）、
堀
江
、
江
頭
、
寺
尾
、
上
田
の

各
氏
で
あ
っ
た
。

因
に
黒
正
理
事
は
毎
年
夏
、
京
大
農
学
部
農
史
研
究
室
行
事
と
し

て
史
料
採
訪
旅
行
を
行
な

っ
て
い
た
が
、
他
に
も
屋
々
各
地
に
史
料

採
訪
旅
行
を
試
み
、
そ
れ
は
近
畿
は
も
ち
ろ
ん
中
国

。
四
国

。
九
州

か
ら
北
陸

。
関
東

。
東
北
各
地
に
お
よ
び
、
そ
の
際
所
員
を
帯
同
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
本
庄
理
事
も
三
六
年

一
一
月
に
吉

川

・
宮
本
両
氏
と
伊
豆

。
下
田
方
面
に
史
料
採
訪
旅
行
を
行
な
っ
て

い
る
。

（５
）
外
国
貨
幣
展
観
　
　
所
員
浜
村
氏
の
父
栄
二
郎
氏
は
文
書
そ
の

他
の
蒐
集
を
も

っ
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
同
氏
が
多
年
に
わ
た

っ
て

蒐
集
さ
れ
た
外
国
金
貨
幣
は
、
時
局
の
要
請
に
応
じ
て
日
本
銀
行
に
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供
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
先
立

っ
て
研
究
所
に
お
い
て
展

観
さ
れ
た
。
英
国
三
七
枚
、
米
国
三
〇
枚
、
フ
ラ
ン
ス

・
ス
ペ
イ
ン

各

一
二
枚
、
そ
の
他
合
わ
せ
て
二
〇

一
枚
で
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ

の
古
貨
幣
等
珍
奇
な
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

（６
）
演
習
　
　
本
庄
教
授
担
当
の
日
本
経
済
史
演
習
、
黒
正
教
授
担

当
の
農
史
演
習
は
、
と
も
に
毎
学
年
研
究
所
に
お
い
て
行
わ
れ
、
履

修
生
以
外
に
経
済

・
農
両
学
部
生
の
相
互
参
加
を
は
じ
め
多
く
の
有

志
が
参
加
し
た
。

含
じ
編
　
　
　
纂

機
関
誌
や
研
究
叢
書
の
刊
行
、
そ
の
他
の
出
版
計
画
に
伴
い
、
そ

れ
ら
に
関
す
る
編
纂
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
こ
こ
で
は

「最
も
重
要
な
編
纂
事
業
と
し
て
、
『日
本
経
済
史

辞
典
』
と

『財
政
金
融
史
料
』
の
編
纂
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

（１
）
日
本
経
済
史
辞
典
　
　
一
九
二
九

（昭
和
四
）
年
五
月
か
ら
本

庄

・
黒
正

・
菅
野
三
氏
は
日
本
経
済
史
辞
典
編
纂
の
計
画
を
立
て
、

そ
の
指
導
の
も
と
に
、
上
田
ほ
か
七
氏
が
日
本
経
済
史

。
国
史

・
地

方
史
誌
に
関
す
る
諸
著
、
な
ら
び
に
社
会
経
済
学

・
国
史
関
係
の
辞

典
を
渉
猟
し
て
執
筆
項
目
の
選
定
に
当
た
っ
た
が
、
そ
の
後

一
カ
年

間
に
選
定
し
た
項
目
は
約

一
万
に
お
よ
ん
だ
。
編
纂
事
業
は
事
情
に

よ
り

一
時
中
断
し
た
が
、
三
二
年
五
月
、
日
本
経
済
史
研
究
所
の
開

設
と
と
も
に
辞
典
編
纂
の
事
業
を
研
究
所
の
事
業
と
し
て
遂
行
す
る

こ
と
と
し
、
四
理
事
が
監
修
な
ら
び
に
執
筆
を
、
所
員
八
名
が
執
筆

を
専
ら
進
め
、
事
業
は
進
展
し
た
。
そ
の
後
、
既
定
の
収
載
項
目
に

再
検
討
を
加
え
て
増
補
し
、
執
筆
者
も
専
門
に
し
た
が

っ
て
追
加
し

て
分
担
執
筆
し
、
監
修
者
が
通
覧
し
た
が
、
二
五
年

一
〇
月
以
後
は

毎
週
編
纂
会
を
開
き
執
筆
済
み
原
稿
の
整
理
、
追
加
項
目
の
執
筆
、

挿
入
図
版
の
選
択
な
ど
を
集
中
的
に
進
め
た
。

こ
の
辞
典
編
纂
に
対
し
て
は
、
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
三
二

・
三

四
両
年
度
に
わ
た
っ
て
編
纂
費
補
助
が
あ
り
、
さ
ら
に
索
引
の
編
纂

に
対
し
て
も
補
助
が
行
わ
れ
た
。

辞
典
は
成
稿
に
つ
れ
て
順
次
印
刷
に
付
し
、
は
じ
め

一
〇
分
冊

（Ｂ
５
判
、
二
〇
八
～
二
五
八
頁
、
三
六
年
六
月
～
三
九
年

一
〇
月
）
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、　
一
九
四
〇
年

一
月
に
上
巻

（Ｂ
５
判
、
九
二

〇
頁
）
・
下
巻

（九
二
五
頁
Ｙ

索
引

（一
一五
八
頁
）
の
全
二
巻
と
し
て

日
本
評
論
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

監
修

・
執
筆
者
お
よ
び
索
引
担
当
者
は
以
下
の
各
氏
で
あ
る
。

監
修
並
び
に
執
筆
者
　
　
本
庄
、
黒
正
、
菅
野
、
中
村

執
筆
者
　
　
士
口
川
、
松
好
、
柚
木
、
上
田
、
江
頭
、
堀
江
、
黒

羽
、
大
山
、
寺
尾
、
浜
村
、
津
下
、
宮
本
、
中
川

龍
、
住
谷
勇
二
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索

引

　

本
庄
、
江
頭
、
堀
江
、
寺
尾
、
宮
本
、
喜
多
村
俊

夫
、
鎌
田
久
明
、
上
島
信
二
郎

（２
）
大
蔵
省
文
書

・
財
政
金
融
史
料
　
　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）

年
の
震
災
の
た
め
焼
失
し
た
大
蔵
省
収
蔵
の
文
書
記
録
の
う
ち
、
そ

れ
よ
り
以
前
に
三
井
家
に
お
い
て
家
史
編
纂
資
料
と
し
て
謄
写
保
存

さ
れ
て
い
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
大
蔵
省
で
は

『明
治

大
正
財
政
史
』
編
纂
を
機
会
に
、
そ
れ
を
再
謄
写
し
た
が
、
研
究
所

と
し
て
は
そ
れ
ら
の
文
書
の
学
問
的
価
値
が
高
い
こ
と
を
認
め
、
三

五
年
六
月
こ
ろ
大
蔵
省
の
許
可
を
え
て
こ
れ
を
編
纂
公
刊
し
、
研
究

資
料
と
し
て
学
界
に
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
は
幕

末
お
よ
び
明
治
初
期
の
財
政
経
済
に
関
す
る
公
文
書
ま
た
は
記
録
類

で
あ

っ
て
、
い
ず
れ
も
か
っ
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ

り
、
公
刊
に
当
た
っ
て
は
、
史
料
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
編
集
し
直
し

て
印
刷
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
関
連
す
る
調
査
書

の
類
で
従
来
頒
布
の
少
な
か
っ
た
も
の
も
加
え
て
再
刷
す
る
が
、
そ

の
大
部
分
は
筆
写
本
の
新
刷
で
あ
り
、
幕
末
維
新
の
財
政
経
済
状
態

な
ら
び
に
政
府
の
財
政
経
済
政
策
の
解
明
に
役
立
つ
最
も
信
頼
す
べ

き
資
料
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
資
料
を
纏
め
て
次

の

一
〇
巻
を
予
定
し
た

（各
巻
Ａ
５
判
約
五
〇
〇
頁
）。

第

一
巻
　
財
政
史
料

（
こ

第
二
巻
　
財
政
史
料

（一
こ

第
二
巻
　
金
穀
出
納
史
料

第
四
巻
　
御
用
金
穀
史
料

第
五
巻
　
国
債
史
料

第
六
巻
　
貨
幣
史
料

第
七
巻
　
紙
幣
史
料

第
八
巻
　
租
税
史
料

。
会
社
史
料

第
九
巻
　
銀
行
史
料

第
十
巻
　
米
穀
史
料

・
問
屋
史
料

出
版
を
引
き
受
け
た
龍
吟
社
は
以
上
の
史
料
を
原
稿
用
紙
に
謄
写

す
る
業
務
を
担
当
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
相
当
の
時
日
を
要
し

た
。
四
二

（昭
和

一
七
）
年
七
月
、
漸
く
そ
の
第

一
回
配
本
を

「米

穀
史
料
・問
屋
史
料
」
、
第
二
回
配
本
を

「銀
行
史
料
」
と
し
て
発
行

す
る
た
め
の
編
集
を
終
わ
り
、
そ
の
後
、
前
者
の
組
版
に
と
り
か
か

り
、
漸
く
に
し
て
初
校
の
大
部
分
を
終
わ
っ
た
と
き
、
四
五
年
五
月

二
五
日
の
東
京
空
襲
の
た
め
、
そ
の
原
稿

◆
組
版
と
も
に
焼
失
し
、

本
叢
書
の
出
版
は
遂
に
実
現
す
る
に
至
ら
ず
し
て
終
わ
っ
た
の
で
あ

る
。
因
に

「第
十
巻
」
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

第
十
巻
　
米
穀
史
料

・
問
屋
史
料

一
、
米
穀
史
料
　
米
穀
経
理
記
事
　
　
　
　
　
一二
冊
　
一ハ
八
〇
枚
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米
価
常
平
制
度
の
梗
概
　
　
一
冊
　
一
〓
一〇
枚

米
価
を
平
準
に
す
る
方
案
　
一
冊
　
一
一〇
〇
枚

堂
島
米
相
場
習
慣
法
旧
記
　
一
冊
　
　
九
六
枚

二
、
間
屋
史
料
　
東
京
諸
問
屋
沿
革
誌
　
　
　
四
冊
　
七
八
〇
枚

江
戸
十
組
間
屋
附
　
　
　
　
一
冊
　
一
一〇
九
枚

（９
ポ
イ
ン
ト
ニ
段
組
　
一
六
行
五
〇
字
詰
　
予
定
頁
数
五
四
〇
頁
）

Ｔ
し
出

」
　

版

（１
）
月
刊

『経
済
史
研
究
』
　

機
関
雑
誌

『経
済
史
研
究
』
は
、

前
述
の
よ
う
に
第
四

一
号

（一三
二
年
二
月
刊
）
か
ら
研
究
所
で
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
、
四
五
年

一
月
刊
行
の
第
二
二
巻

一
号

（通
巻
第

一
七
七

。
一
七
八
号
）
を
も

っ
て
戦
前
期

（敗
戦
ま
で
）
の
刊
行
は
終

刊
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。

戦
時
統
制
の
進
行
と
と
も
に
雑
誌
用
紙
の
配
給
が
極
度
に
制
限
さ

れ
た
た
め
、
四
四
年
四
月
ま
で
は
毎
月
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
同
年

五

・
六
月
、
お
よ
び
七

。
八
月
は
合
併
号
と
し
て
ニ
カ
月
に

一
回
刊

行
し
、
さ
ら
に
四
五
年

一
月
に
年
鑑
を
増
頁
し
て
刊
行
す
る
た
め
、

四
四
年
九
月
な
い
し

一
二
月
号
は
刊
行
を
見
合
わ
せ
た
。
し
た
が
っ

て
、
第
二

一
巻
は

一
号
な
い
し
四
号
ま
で
四
冊
、
五

・
六
号

一
冊
、

七

・
八
号

一
冊
と
な
り
、
冊
数
は
六
冊
で
あ
る
が
号
数
は
八
号
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
第
三
二
巻

一
号

（特
輯

。
経
済
史
年

鑑
）
で
終
刊
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
間
、
第
四

一
号
の
日
本
経
済
史
研
究
所
創
設
記
念
号
を
は
じ

め
、
特
輯
号
は
四
〇
冊
を
数
え
る
。
そ
れ
に
は
三
、
五
、　
一
〇
各
周

年
創
立
記
念
号
の
ほ
か
、
「京
都
の
研
究
」
、
「享
保
寛
政
天
保
改
革

の
研
究
」、
「百
姓

一
揆
概
観
及
年
表
」
、
「能
登
の
研
究
」
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
、
前
年
に
発
表
さ
れ
た
経
済
史
関
係
の

著
書

・
論
文
を
収
録

・
解
題
し
た

「経
済
史
年
鑑
」
が
特
輯
さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
『経
済
史
研
究
』
全
巻
は

一
九
七
二

（昭
和
四
七
）
年

一

月
、
新
和
出
版
社
に
よ
り
復
刻
版
が
発
行
さ
れ
た
。

特
輯
の

「経
済
史
年
鑑
」
は
、
戦
後
も

『経
済
史
文
献
解
題
』
と

し
て
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
事
業
と
し
て
引
き
継
が

れ
、
単
行
本
と
し
て
今
日
ま
で
絶
え
る
こ
と
な
く
発
行
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
戦
後
部
分
で
詳
述
す
る
。
ま
た
、　
一
九

九
七

（平
成
九
）
年
、
研
究
所
か
ら
年
刊
の

『経
済
史
研
究
』
第

一

号
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
戦
前

「経
済
史
研
究
」
と
の
関
連
は
、
伝
統

あ
る
同
じ
誌
名
を
引
き
継
い
だ
以
外
あ
え
て
明
確
に
は
し
て
い
な

い
。
あ
と
二

。
三
号
の
経
過
の
な
か
で

「復
刊
」
な
い
し

「創
刊
」

の
辞
に
よ
っ
て
そ
の
関
連
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

（２
）
研
究
叢
書
　
　
研
究
所
は
、
機
関
誌
の
ほ
か
、
纏
ま

っ
た
論
稿
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を
随
時
単
行
本
と
し
て
公
に
す
る
こ
と
と
し
、
学
術
的
研
究
論
文
を

目
的
と
す
る

「研
究
叢
書
」
の
刊
行
を
企
画
し
、
三
二

（昭
和
八
）

年
八
月
以
来
四
三
年
末
ま
で
に
、
引
き
続
き
次

の

一
七
冊

（Ａ
５

判
、
二
八

一
～
四
五
六
頁
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
第

二
冊
ま
で
は
日
本

評
論
社
の
発
行
、
第
二
冊
以
後
は
有
斐
閣
の
発
行
で
あ
る
。

第

一　
冊
　
我
国
近
世
の
専
売
制
度
　
堀

江

保

蔵
著
　
一壬
二
年

第

一
一
冊
　
松
江
藩
経
済
史
の
研
究
　
原
　
　
　
伝
著
　
一二
四
年

第

二
一
冊
　
士
族
授
産
の
研
究
　
　
　
士
口
川

秀

造
著
　
一二
五
年

（四
二
年
改
訂
）

第

四

冊
　
経
済
史
概
論
　
　
　
　
　
本
庄
栄
治
郎
著
　
一二
五
年

（三
八
・
四
〇
年
増
改
訂
）

第

五

冊
　
幕
末
の
新
政
策

　

　

　

本
庄
栄
治
郎
著
　
一二
五
年

（四
〇
年
増
訂
）

第

六

冊
　
幕
末
経
済
史
研
究本

庄

・
菅
野
他
四
氏
共
著
　
一二
五
年

第

七

冊
　
新
田
の
研
究

　
　
　
　
松

好

貞

夫
著
　
一二
ハ
年

第

八

冊
　
ア
メ
リ
カ
経
済
史
概
説
　
堀

江

保

蔵
著
　
一二
七
年

第

九

冊
　
株
仲
間
の
研
究

　

　

　

宮

本

又

次
著
　
一二
八
年

第

十

冊
　
一局
野
山
領
荘
園
の
研
究
　
江

頭

恒

治
著
　
一一一八
年

第
十

一
冊
　
独
逸
経
済
史
概
説

　

　

柚

木

重

〓
一著
　
四
〇
年

第
十
二
冊
　
近
江
商
人
の
研
究
　
　
　
菅
野
和
太
郎
著
　
四

一
年

第
十
三
冊
　
熊
野
三
山
経
済
史
　
　
　
児

玉

洋

一
著
　
四

一
年

第
十
四
冊
　
フ
ラ
ン
ス
経
済
史
概
説
　
宮

本

又

次
著
　
四
二
年

第
十
五
冊
　
近
世
日
本
の
経
済
政
策
　
堀

江

保

蔵
著
　
四
二
年

第
十
六
冊
　
日
本
荘
園
経
済
史
論
　
　
江

頭

恒

治
著
　
四
二
年

第
十
七
冊
　
近
世
の
大
阪
　
　
　
　
　
黒
羽
兵
治
郎
著
　
四
三
年

（３
）経
済
史
話
叢
書
　
　
研
究
叢
書
が
学
術
的
な
個
人
の
著
書
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
経
済
史
に
関
す
る
興
味
の
普
及
を
目
的
に
、　
一

般
的
な
読
み
物
と
し
て
多
数
の
論
稿
を
集
め
た

「史
話
叢
書
」
が
四

二
年
二
月
か
ら
四
四
年
八
月
ま
で
に
四
冊
が
龍
吟
社
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。
続
く
第
五
冊
は
組
版
進
行
中
に
空
襲
の
た
め
原
稿

・
組
版
と
も

に
焼
失
し
、
遂
に
刊
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
各
冊
の
書
名
等
は
次

の
通
り
で
あ
る
が
、
執
筆
者
に
は
従
来
か
ら
の
研
究
所
関
係
者
に
加

え
て
、
新
た
に
小
葉
田
淳
三
二
橋
時
雄

。
高
倉
新

一
郎
・
渡
辺
光
重
・

柴
謙
太
郎

・
丸
山
国
雄

・
青
盛
和
雄
氏
等
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

第

一
冊
　
　
政
治
経
済
　
先
人
を
語
る
　
　
一
六
氏
共
著

Ｂ
６
判
　
一二
七
六
頁
　
四
二
年

第
二
冊
　
　
幕
末
維
新
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一氏
共
著

Ｂ
６
判
　
一二
壬

一頁
　
四
二
年

第
二
冊
　
　
重
要
産
業
の
回
顧
　
　
　
　
　
一
〇
氏
共
著
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Ｂ
６
判
　
二
八
六
頁
　
四
三
年

第
四
冊
　
　
近
世
日
本
の
三
大
改
革
　
　
　
一
〇
氏
共
著

Ｂ
６
判
　
一二
〇
二
頁
　
四
四
年

第
五
冊
　
　
南
北
発
展
史
　
　
　
　
　
　
　
一
一
氏
共
著

（４
）
日
本
経
済
史
叢
書
　
　
日
本
経
済
史
の
部
門
別
叢
書
を
龍
吟
社

か
ら
刊
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
経
済
史
総
論

（本
庄
）、
日
本

農
業
史

（上
田
）、
日
本
工
業
史

（堀
江
）、
日
本
商
業
史

（宮
本
）、

日
本
金
融
史

重

羽̈
）、
日
本
貨
幣
史

（浜
村
）、
日
本
交
通
史

（大

山
）、
日
本
社
会
史

（江
頭
）、
日
本
財
政
史

釜
口
川
）、
日
本
経
済
思

想
史

（寺
尾
）
の
計
画
で
出
発
し
た
が
、
「日
本
商
業
史
』
（宮
本

著
、
Ｂ
６
判
、
四
壬
二
頁
、
四
三
年
四
月
）
が
最
初
に
出
版
さ
れ
た
。

つ
い
で
日
本
経
済
史
総
論

（本
庄
）
の
印
刷
を
終
わ
り
製
本
中
に
四

五
年
の
空
襲
に
よ
っ
て
紙
型
も
刷
本
も
焼
失
し
、
発
行
を
見
ず
に
終

わ
っ
た
。
こ
の

「
日
本
経
済
史
総
論
」
は
戦
後
、
四
七
年
に
再
刷

・

発
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
稿
戦
後
部
分
で
触
れ
る
予

定
で
あ
る
。

（５
）
紀
要
　
　
以
上
の
ほ
か
、
研
究
所
紀
要
と
し
て
、
前
述
し
た

「日
本
経
済
史
辞
典
』
を
含
め
て
次
の
五
冊
が
敗
戦
ま
で
に
日
本
評

論
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

第

一
冊
　
　
改
版
日
本
経
済
史
文
献

Ａ
５
判
　
九
〇
八
頁
　
一三
二
年
四
月

第
二
冊
　
　
日
本
経
済
史
辞
典
　
上
巻

Ｂ
５
判
　
九
二
〇
頁
　
四
〇
年

一
月

第
二
冊
　
　
日
本
経
済
史
辞
典
　
下
巻

Ｂ
５
判
　
九
二
五
頁
　
四
〇
年

一
月

第
四
冊
　
　
日
本
経
済
史
辞
典
　
索
引

Ｂ
５
判
　
一
一五
八
頁
　
四
〇
年

一
月

第
五
冊
　
　
日
本
経
済
史
新
文
献

Ａ
５
判

七
三
二
頁
　
四
二
年
二
月

な
お
、
第

一
冊
の

『改
版
日
本
経
済
史
文
献
』
お
よ
び
第
五
冊
の

『日
本
経
済
史
新
文
献
』
は
、
後
に
そ
れ
ぞ
れ

『日
本
経
済
史
第

一

文
献
』
お
よ
び

『日
本
経
済
史
第
二
文
献
』
と
改
称
さ
れ
、
「文

献
」
の
編
纂
事
業
は
戦
後
に
も
引
き
継
が
れ
て

『日
本
経
済
史
第
九

文
献
』
ま
で
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

四
　
研
究
所
の
事
務

貧

）
人
　
　
　
事

一
九
二
三

（昭
和
八
）
年
末
現
在
の
職
員
に
つ
い
て
は
す
で
に
述

べ
た
が
、
そ
の
後
所
員
に
は
か
な
り
の
変
動
が
あ
っ
た
。
専
任
所
員

で
あ

っ
た
方
が
他
に
就
職
さ
れ
た
た
め
嘱
託
所
員
と
な
り
、
嘱
託
所
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員
の
う
ち
で
も
任
地
の
関
係
か
ら
在
京
者
が
減
じ
て
地
方
在
住
者
が

多
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
顧
問

・
評
議
員
を
除
い
た
初
期
の
職
員

数
構
成
の
変
化
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

理
事
　
薦
難
　
誰
疎
期
　
嚇
乱
ぽ
訪
　
経

の
侃

三
二
年
末
　
　
四
　
　
五
　
　
　
五
　
　
　
　
五
　
　
　
五

三
五
年
末
　
　
四
　
　
一二
　
　
　
五
　
　
　
　
一ハ
　
　
　
五

三
六
年
末
　
　
四
　
　
一二
　
　
　
一二
　
　
　
　
一ハ
　
　
　
七

三
七
年
末
　
　
四
　
　
一
一　
　
　
一
一　
　
　
　
九
　
　
　
五

三
八

（昭
和

一
一こ

年
二
月
限
り
専
任
所
員
制
度
を
廃
止
し
て
す

べ
て
嘱
託
所
員
と
し
、
別
に
四
月
か
ら
雑
誌
お
よ
び
辞
典
編
纂
委
員

を
委
嘱
し
た
。
ま
た
、
同
年

一
〇
月
中
川
龍

・
喜
多
村
俊
夫
両
氏
が

嘱
託
所
員
と
な
っ
た
。
寺
田
書
記
は
三
七
年
四
月
退
職
、
上
島
信
三

郎
氏
が
三
八
年
二
月
か
ら
書
記
に
就
任
し
た
。

本
庄
理
事
は
三
七
年
四
月
渡
欧
、　
〓

一月
米
国
経
由
で
帰
朝
、
欧

米
に
お
け
る
日
本
学
研
究
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
翌
年
七

・
八
月
、

樺
太

・
北
海
道
を
視
察
し
、
二
九
年

一
〇
月
に
は
帝
国
大
学
付
属
図

書
館
協
議
会
出
席
な
ど
の
た
め
朝
鮮

へ
出
張
さ
れ
た
。

四
二
年
七
月
、
本
庄
理
事
は
大
阪
商
科
大
学
長
就
任
に
と
も
な
い

堺
市
に
転
出
さ
れ
た
が
、
研
究
所
事
務
は
堀
江
所
員
に
よ
っ
て
支
障

な
く
遂
行
さ
れ
て
い
た
。

黒
正
教
授
は
、
こ
れ
よ
り
前
、
三
二

（大
正

一
一
）
年
か
ら
二
年

間
の
海
外
留
学
の
後
、
経
済
史
研
究
会
時
代
の
三

一

（昭
和
工Ｃ

年

八
～

一
二
月
に
も
渡
欧
、
最
近
の
都
市

・
農
村
事
情
お
よ
び
経
済
研

究
所
の
実
況
を
視
察
さ
れ
た
が
、
こ
の
視
察
は
後
の
日
本
経
済
史
研

究
所
設
立
の
参
考
と
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

黒
正
理
事
は
、
二
五
年
、
大
阪
市
や
大
阪
財
界
の
懇
請
と
河
田
嗣

郎

・
菅
野
和
太
郎
両
博
士
を
は
じ
め
と
す
る
師
友
の
支
援
の
も
と

に
、
私
財
を
投
じ
て
昭
和
高
等
商
業
学
校

（後
の
大
阪
経
済
大
学
）

を
設
立
さ
れ
、
同
校
初
代
校
長
を
兼
任
さ
れ
た
。
黒
正
理
事
は
、
さ

ら
に
三
六
年

一
～
四
月
、
南
欧
お
よ
び
ド
イ
ツ
を
巡
遊
し
て
農
村
お

よ
び
商
業
教
育
の
実
情
を
視
察
、
翌
三
七
年

一
一
月
、
三
八
年
七

月
、
二
九
年
五
月
、
四
三
年

一
月
の
四
回
、
各

一
～
ニ
カ
月
間
、
文

部
省
資
源
調
査
員
あ
る
い
は
企
画
院
委
員
と
し
て
農
鉱
業
資
源
開
発

調
査
の
た
め
に
満
州

。
中
華
民
国
に
出
張
さ
れ
た
。
ま
た
四
三
年
四

月
に
は
昭
和
高
商
に
併
設
さ
れ
た
大
阪
女
子
経
済
専
門
学
校
長
を
も

兼
任
さ
れ
た
が
、
四
四
年
四
月
、
第
六
高
等
学
校
長
兼
京
大
教
授
に

任
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
昭
和
高
商
校
長

。
大
阪
女
子
経
専

校
長
を
退
職
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
間
、
痛
惜
に
堪
え
な
い
こ
と
は
、
所
員
原
伝
氏
が
三

四
年
二
月
に
、
津
下
剛
氏
が
二
九
年
七
月
に
、
柚
木
重
三
氏
が
四
〇

二 三 二 四 計
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年
五
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前
途
有
為
の
才
幹
を
懐
き
な
が
ら
若
く
し
て

逝
去
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

含
じ
図
書
お
よ
び
資
料

研
究
所
創
設
に
当
た
っ
て
最
も
重
要
な
研
究
資
料
と
な
る
べ
き
蔵

書
は
、
開
所

一
カ
年
半
後
の
記
録
に
よ
る
と
約
五
千
冊
に
達
し
て
い

る
が
、
そ
の
大
部
分
は
、
本
庄
教
授
が
永
年
に
わ
た
っ
て
蒐
集
さ
れ

た
愛
蔵
書
の
大
半
を
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
開
所
以
来
図
書

お
よ
び
古
文
書
そ
の
他
の
資
料
の
購
入
お
よ
び
寄
贈
、
雑
誌
の
交
換

な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
郷
土
史
誌
の
蒐
集

に
は
と
く
に
力
を
注
い
だ
と
い
う
。

図
書
の
分
類
は
、
十
進
分
類
法
を
基
準
と
し
、
そ
れ
に
研
究
上
の

便
宜
の
た
め
に
若
干
創
意
を
加
え
、
地
方
別
の
図
書
排
列
に
も
重
点

を
お
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
図
書
カ
ー
ド
は

一
般
に
用
い
ら
れ
て
い

る
も
の
と
異
な
り
、
縦
書
き
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
式
帳
簿
と
し
た
。
こ
れ

は
普
通
カ
ー
ド
の
よ
う
に

一
枚

一
枚
繰
る
面
倒
が
な
く
、
同
時
に
一

〇
枚
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
、
図
書
目
録

・
書
名
索

引

・
雑
誌
目
録

。
雑
誌
索
引
の
四
種
を
備
え
た
。

そ
の
後
、
図
書
お
よ
び
受
入
済
雑
誌
は
二
九
年
七
月
で
総
冊
数
八

千

一
五
二
冊
と
な

っ
て
い
て
、
戦
前
、
図
書
原
簿
の
最
後
の
数
字
は

図
書
七
千
四
九

一
冊
、
雑
誌
は
製
本
受
入
れ
し
た
も
の
六
千
七
四
八

冊
と
な
っ
て
お
り
、
合
計

一
万
四
千
二
三
九
冊
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
に
古
文
書
類
や
高
札

・
藩
札

・
算
盤

・
朴

・
質
屋
看
板

そ
の
他
の
資
料
も
多
数
蒐
集
さ
れ
、
そ
の

一
部
は
陳
列
室
で
常
時
展

観
に
供
し
た
。
こ
れ
ら
資
料
の
う
ち
に
は
寄
贈
さ
れ
た
も
の
も
少
な

く
な
い
が
、
そ
の

一
つ
に
徳
政
記
念
金
石
門
の
模
型
が
あ
る
。
こ
れ

は
奈
良
県
柳
生
村
の
花
聞
岩
に
浮
彫
り
さ
れ
た
等
身
大
の
地
蔵
尊
の

左
腋
下
に
、
風
化
が
甚
だ
し
く
判
読
困
難
で
は
あ
る
が

「正
長
元
年

ヨ
リ
サ
キ
者
カ
ン
ヘ
四
カ
ン
カ
ウ
エ
ヲ
ヰ
メ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
（正

長
元
年
か
ら
以
前
の
債
務
は
神
戸
四
カ
郷
に
存
在
を
許
さ
ぬ
の
意
）
と
の

徳
政
に
関
す
る
刻
文
が
あ
り
、
永
井
瓢
斎
氏
に
よ
っ
て
報
告

全
一一八

年
）
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
氏
は
か
か
る
稀
代
の
珍
品
を
空
し
く
雨
露

の
侵
蝕
に
ま
か
せ
る
こ
と
は
愛
惜
に
堪
え
な
い
と
し
て
、
某
氏
の
後

援
を
え
て
原
寸
大
の
模
型
を
作
り
各
所

へ
頒
布
さ
れ
た
。
研
究
所
も

永
井
氏
の
好
意
に
よ
り

一
基
を
受
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

含
こ
協
議
会
そ
の
他

研
究
ま
た
は
雑
誌

・
辞
典
の
編
集
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
事
務
遂

行
の
た
め
に
、
理
事

。
所
員
合
同
会
議
と
し
て
の
協
議
会
が
屡
々
開

催
さ
れ
た
。
協
議
会
は
研
究
会
後
の
ほ
か
、
別
に
日
を
定
め
て
毎
月

数
回
開
催
し
た
。
協
議
会
の
主
な
案
件
は
共
同
研
究
お
よ
び
各
自
の

研
究
題
日
、
日
本
経
済
史
辞
典
や
雑
誌
の
編
集
、
研
究
所
の
行
事
等
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に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
三
五
年
以
降
、
協
議
会
は
各
種
の
研

究
所
事
業
を
実
質
的
に
推
進
す
る
役
割
を
担

っ
た
。

協
議
会
の
ほ
か
に
理
事
会
も
必
要
に
応
じ
て
開
か
れ
、
関
係
者
の

来
所
を
機
会
に
座
談
会
を
開
催
し
た
こ
と
も
屋
々
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
五
月

一
五
日
の
創
設
記
念
日
前
後
と
秋
季
と
に
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク

を
催
し
た
し
、
関
係
者
の
入
洛
を
機
に
、
あ
る
い
は
協
議
会

の
後

に
、
屡
々
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
際
、
黒
正
理
事
は
洛
北
釈
迦

谷
の
松
樹
蒼
々
た
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
静
寂
な
池
畔
の
山
荘
や
、
山

科
御
陵
の
広
大
な
私
邸
に

一
同
を
招
か
れ
、
半
日
の
歓
を
尽
く
し
た

こ
と
も
屋
々
で
あ
っ
た
。

（四
）
経

　

　

費

研
究
所
の
経
費
は
、
判
明
し
て
い
る
限
り
、
決
算
額
に
よ
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

一
九
二
三
年
度
　
　
　
　
　
一
一
、
三
二
三
円
三
二
銭

三
四
年
度
　
　
　
　
　
一
四
、
七
六
四
、
〇
五

二
五
年
度
　
　
　
　
　
一
五
、　
一
九
四
、
四
五

三
六
年
度
　
　
　
　
　
一
一
一、
三
二
七
、
四
九

三
七
年
度
　
　
　
　
　
一
〇
、
三
七
〇
、
二
六

三
八
年
度

（予
算
）
　

エハ
、
九
二
七
、
○
○

こ
れ
に
対
し
て
収
入
は
黒
正
理
事
支
出
金
の
ほ
か
、
学
術
振
興
会

補
助
、
購
読
会
員
会
費
、
著
書
雑
誌
売
上
代
、
著
書
印
税
、
雑
収
入

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「二
九
年
度
以
後
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
知
り
得
な
い

が
、
事
業
縮
小
の
た
め
、
相
当
減
額
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
」
と
い
う
。

本
庄
理
事
の

「研
究
所
の
思
い
出
」
に
よ
れ
ば
、
「黒
正
博
士
の

発
意
で
研
究
所
が
で
き
た
と
き
、
黒
正
君
は
こ
れ
を
財
団
法
人
に
す

る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
定
款
の
草
稿
を
示
さ
れ
た
。
私
は
黒
正
君
が

土
地
建
物
を
出
資
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は
書
物
を
出
資
し
よ

う
と
考
え
、
当
時
蔵
書
の
大
半
を
割
い
て
研
究
所

へ
運
ん
だ
。
経
費

は
黒
正
君
が
基
金
を
某
銀
行
に
供
託
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
数
年
間

研
究
所
の
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が

（昭
和
）
十

年
こ
ろ
そ
の
基
金
を
他

へ
ふ
り
向
け
ら
れ
た
の
で
、
研
究
所
は
非
常

に
困
惑
し
た
が
、
最
小
限
度
に
事
業
を
縮
小
し
て
存
続
を
図
り
、
そ

の
間
に
二
三
の
方
面

へ
出
資
者
を
求
め
、
東
京
某
氏

へ
は
計
画
書
を

提
出
し
て
、
話
が
大
分
進
行
し
た
が
、
結
局
成
功
し
な
か
っ
た
。
誠

に
苦
し
い
時
期
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

文
中
に
あ
る
三
五

（昭
和

一
〇
）
年
の
研
究
所
基
金
の
振
替
え

は
、
前
述
の
大
阪
経
済
大
学
の
前
身
で
あ
る
昭
和
高
商

（設
置
財
団

昭
和
学
園
）
設
立
の
た
め
の
止
む
を
え
な
い
措
置
で
あ

っ
た
と
思
わ
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れ
る
。
日
本
経
済
史
研
究
所
と
大
阪
経
済
大
学
の
不
即
不
離
の
関
係

は
、
か
く
て
昭
和
高
商
創
設
期
か
ら
始
ま
る
。

五
　
そ
　
の
　
他

一
九
二
七

（昭
和
一
一こ
年
の
日
中
戦
争
か
ら
四
一
年
末
の
太
平

洋
戦
争
突
入
に
進
む
に
つ
れ
て
、
戦
時
統
制
の
影
響
は
各
方
面
に
現

わ
れ
、
研
究
所
内
部
の
事
情
と
し
て
も
前
述
し
た
人
事
の
異
動
や
予

算

・
事
業
の
縮
小
が
あ
り
、
研
究
所
の
変
貌
は
覆
う
べ
く
も
な
か
っ

た
。
四
二
年
に
は
間
屋
制
度
調
査
会
を
付
設
し
て
調
査
研
究
に
従

い
、
四
三
年
に
は

「時
局
の
要
請
」
に
応
じ
て
京
都
探
鉱
技
術
員
養

成
所
に
所
屋
の
一
部
を
貸
与
す
る
な
ど
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

（
こ
間
屋
制
度
調
査
会

一
九
四
〇
年

一
〇
月
の
経
済
新
体
制
確
立
要
綱
に
も
と
づ
い
て
、

生
産

・
流
通

・
配
給
業
者
を
統
合
し
た
統
制
会
が
主
要
産
業
分
野
ご

と
に
設
立
さ
れ
、
四
三
年

一
月
ま
で
に
三
二
の
統
制
会
が
作
ら
れ

た
。
う
ち
、
繊
維
産
業
に
つ
い
て
は
四
二
年
九
月
に
羊
毛
統
制
会
と

麻
統
制
会
が
、　
一
〇
月
に
綿
ス
フ
統
制
会
と
絹
人
絹
統
制
会
が
生
ま

れ
た
。
こ
の
た
め
、
従
来
流
通
機
構
の
中
枢
を
占
め
中
小
生
産
業
者

に
対
し
て
金
融
機
関
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
問
屋

・
商
社
が
全
く

そ
の
機
能
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

当
時
た
ま
た
ま
企
画
院
に
在
職
し
て
関
係
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た

研
究
所
員
の
松
好
氏
は
、
廃
絶
の
危
機
に
瀕
し
た
問
屋
制
度
の
実
態

を
今
こ
そ
科
学
的
に
研
究
す
べ
き
と
き
で
あ
る
と
し
て
、
京
都
に
本

拠
を
も

つ
有
力
な
繊
維
商
社
、
三
興
株
式
会
社

（丸
紅

。
伊
藤
忠
商

事

・
呉
羽
紡
の
合
併
会
社
）、
株
式
会
社
市
田
商
店
、
株
式
会
社
塚
本

商
店
の
三
店
の
賛
同
を
え
て
研
究
費
の
出
捐

（計
五
万
三
千
円
）
を

求
め
、
四
二
年
末
間
屋
制
度
調
査
会
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

本
会
は
、
本
庄
、
汐
見
、
黒
正
、
菅
野
、
堀
江
、
伊
藤
太

一
郎
、

市
田
弥
四
郎
、
大
塚

一
朗
、
黒
羽
、
松
好
、
塚
本
定

一
郎
の

一
一
氏

を
も

っ
て
会
員
と
し
、
本
庄
氏
を
会
長
に
、
汐
見
、
黒
正
、
菅
野
三

氏
を
理
事
に
、
堀
江
氏
を
幹
事
に
、
伊
藤

・
市
田
両
氏
を
監
事
に
専

任
し
、
ほ
か
に
三
商
社
関
係
者
を
加
え
、
専
任
調
査
員
を
鎌
田
久
明

氏
に
委
嘱
し
た
。

創
立
以
来
屡
々
研
究
会
を
開
き
、
会
員
お
よ
び
関
係
者
の
研
究
報

告
を
聞
き
、
そ
の
際
、
松
井
辰
之
助

（大
阪
商
科
大
学
）、
竹
林
庄
太

郎

（同
前
）、
大
隅
健

一
郎

（京
都
帝
国
大
学
）、
田
杉
競

（同
前
）
の

諸
氏
も
参
加
さ
れ
た
。
実
地
調
査
は
主
と
し
て
繊
維
工
業
地
帯
で
進

め
ら
れ
た
が
、
調
査
会
紀
要
と
し
て
次
の
三
冊
が
発
行
さ
れ
た
。

第

一
輯
　
　
大
正
初
期
の
卸
問
屋
　
　
　
　
　
　
宮
本
又
次

Ａ
５
判
　
一
言
一頁
　
四
三
年



第
二
輯
　
　
中
小
工
業
と
問
屋
の
機
構
　
　
　
　
田
杉
　
競

Ａ
５
判
　
一
一
一
頁
　
四
三
年

第
二
輯
　
　
桐
生
足
利
織
物
業
に
お
け
る
金
融
　
田
杉
　
競

Ａ
５
判
　
一
一〇
頁
　
四
三
年

調
査
会
叢
書
第

一
期
分
と
し
て
次
の
三
冊
が
計
画
さ
れ
た
が
、
松

井
氏
の
著
書
は
四
四
年
夏
に
原
稿
が
完
成
し
出
版
社

へ
渡
さ
れ
た

が
、
戦
災
の
た
め
鳥
有
に
帰
し
た
。

問
屋
制
度
の
職
能
論
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
辰
之
助
著

中
間
配
給
機
構
の
実
証
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
竹
林
庄
太
郎
著

間
屋
の
研
究
―
中
間
配
給
組
織
の
歴
史
的
考
察
　
宮

本

又

次
著

敗
戦
後
も
数
回
研
究
会
が
開
か
れ
た
が
、
社
会
情
勢
も

一
変
し
て

間
屋
制
度
も
復
活
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
、
間
屋
制
度
調
査
会
の
活

動
も
そ
の
後
停
止
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
「

含
じ
京
都
探
鉱
技
術
員
養
成
所

こ
の
養
成
所
は
財
団
法
人
物
理
採
鉱
研
究
所

（東
一こ

の
主
催
で

四
三
年
四
月
か
ら
約
四
〇
名
の
生
徒
を
収
用
し
て
応
急
技
術
員
の
養

成
に
任
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
適
当
な
校
舎
が
な
か
っ
た
た
め
、
京

大
当
局
を
通
じ
て
本
研
究
所
講
堂
の
使
用
を
要
請
し
て
き
た
。
時
局

急
需
の
事
業
で
も
あ
り
、
遂
に
こ
れ
を
認
め
た
も
の
で
、
責
任
者
は

京
大
工
学
部
教
授
藤
田
義
象
氏
で
あ
っ
た
。

こ
の
所
屋
使
用
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
常
識
を
欠
い
た
苦
々
し

い
事
態
も
み
ら
れ
た
よ
う
で
、
本
庄
理
事
も
前
掲

「思
い
出
」
の
中

で
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
「
と
こ
ろ
が
養
成
所
の
方
で

は
、
は
じ
め
話
の
あ
っ
た
講
堂
ば
か
り
で
な
く
、
応
接
室
や
そ
の
他

の
部
屋
ま
で
使
用
し
、
果
て
は
日
本
経
済
史
研
究
所
の
門
標
を
外
し

て
、
そ
こ

へ
養
成
所
の
表
札
を
掲
げ
た
り
、
随
分
乱
暴
な
こ
と
を

や
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
ト
ラ
ブ
ル
が
お
こ
り
、
偶
々
私
が
入
洛
し

た
と
き
、
藤
田
教
授
に
交
渉
し
よ
う
と
思

っ
て
電
話
を
か
け
た
が
、

来
客
中
と
の
こ
と
で
面
接
し
な
い
有
様
で
あ

っ
た
。
随
分
建
物
も
荒

ら
し
た
ま
ま
、
賃
貸
料
も
払
わ
な
か
っ
た
と
か
い
う
こ
と
を
聞
い
た

が
、
ど
う
な

っ
た
か
。
黒
正
君
も
非
常
に
不
満
を
洩
ら
し
、
大
学
教

授
に
も
こ
ん
な
男
が
い
る
か
と
慨
嘆
さ
れ
て
い
た
。

」

京
都
探
鉱
技
術
員
養
成
所
は
四
五
年
八
月
で
閉
鎖
さ
れ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
研

究
所
の
機
関
雑
誌
は
用
紙
の
統
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
五
年

一
月
ま

で
発
行
を
継
続
し
、
ま
た
研
究
叢
書
そ
の
他
の
出
版
物
が
敗
戦
時
に

至
る
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
研
究
所
の
存
在
を
示
す
も
の

と
し
て
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
敗
戦
後
、
所
屋
が
接
収
さ
れ

て
研
究
所
は
事
実
上
閉
鎖
の
状
態
と
な
っ
た
。
　

　

　

（以
下
次
号
）

（や
ま
だ
　
た
つ
お
。
前
日
本
経
済
史
研
究
所
長
）
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